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畜産関係者が海外渡航する時はどうすればいいのか？ 

～家畜改良センターにおける対応～ 
 

○ はじめに 

国際化が進む昨今、新型コロナウイルス蔓延などはあったものの、人や物の

国境を跨いだ交流が活発になっています。これは海外から人や物が入ってくる

だけでなく、逆の流れも含めて活性化しています。 

その一方で、海外においては口蹄疫やアフリカ豚熱などの重大な家畜伝染性

疾病がいたる所で発生しており、海外からそれらの疾病が国内に侵入するリス

クが高まっています。 

そのような中、もちろん家畜伝染性疾病が発生している等のリスクが高い国

には行かないというのが基本ですが、読者の皆様においても、業務やプライベ

ートなどで海外に行かなければいけない事態は起こりえるかと思います。当セ

ンターでも海外渡航が業務上必要となることがあるため、内部の指針として

「海外渡航する役職員の防疫対応に関する防疫指針」を定めています。 

 

○ 「海外渡航する役職員の防疫対応に関する防疫指針」の概要 

 この指針の主旨は「海外から家畜の伝染性疾病の病原体を持ち込まないため

に、独立行政法人家畜改良センターの役職員（臨時雇用職員を含む）が、業務

や私的な用務で渡航する際の注意事項」をまとめたものとなっています。その

中でも、渡航前や帰国後の注意事項は皆様にも参考となると思いますので、少

し紹介します。 

 

1. 渡航前 

 まずは、農林水産省や国際獣疫事務局のホームページにより渡航を予定して

いる全ての国及び地域における家畜伝染性疾病の発生状況を確認します。その

上で、やむを得ず、家畜伝染性疾病の発生している国や地域に行かなければな

らない場合などは事前に衛生担当者等に連絡し、渡航先や訪問先に応じた衛生

指導を受けるほか、必要に応じて消毒薬や防護服を受け取ることとしていま

す。その他、肉製品や試験研究材料の国内への持込制限にも触れ、該当する場

合は動物検疫所へ問い合わせることについても言及しています。 
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2. 帰国後 

 渡航先で家畜などの動物と接触の可能性がある施設を訪問した場合等は、空

港等にある動物検疫所のカウンターで必要な措置を受けることについて、まず

は言及しており、それ以外には、帰国後の速やかな更衣や海外持ち出し物品の

徹底的な洗浄消毒、人や物の衛生管理区域への立入制限などについて触れてい

ます。なお、口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザ等の特定家畜伝染病が発生し

ている国や地域に渡航した場合は、衛生担当者との渡航前に実施した相談内容

を踏まえ、衛生担当者の指導の下、業務へ復帰することとしています（表）。 

 

表 渡航先と訪問先による防疫措置 

（特定家畜伝染病発生国又は地域のみ抜粋） 

 特定家畜伝染病発生国又は地域 

畜産関係施設等 

行く 行かない 

衣類 ・帰国時動物検疫所に立ち寄り必要な

措置を受ける 

・防護服は 現地で廃棄 

・帰国後酸素系漂白剤とともに洗濯 

・帰国後酸素系漂白剤とともに洗濯 

図 消毒薬セット 
 
渡しやすいようにあらかじめ 
小分けにして、袋に入れてある。 

消毒薬 

手袋 

説明書 
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靴 ・帰国時動物検疫所に立ち寄り必要な

措置を受ける 

・シューズカバーは現地で廃棄 

・帰国後洗浄・消毒 

・帰国後洗浄・消毒 

物品 ・現地で簡易消毒 

・帰国後洗浄・消毒 

※十分に消毒出来ないものは、ビニー

ル袋に密閉し、４ヶ月以上放置 

・帰国後洗浄・消毒 

海外で使用した衣類、靴及び物品は一定期間 衛生管理区域に持ち込まない。

やむを得ず持ち込む必要がある場合は、衛生課長に相談 

帰国後７日間、衛生管理区域及び国内の畜産施設に立ち入らない。 

 

○ 最後に 

 他にも付属する細かいルールなどはありますが、当センター内の指針を少し

ご紹介しました。家畜伝染性疾病の発生している国や地域に行かない、渡航先

で家畜などの動物と接触の可能性がある施設等へ訪問しないということが基本

となっていますが、完全に禁止しているわけではありません。もちろん畜産関

係者以外の方々と同じようにはいきませんが、相応の対策を取ることで、海外

から国内へ、外部から自農場への伝染性疾病の侵入リスクを低減し、海外渡航

できるような仕組みの構築を試みています。もちろん、このような仕組みが効

力を発揮するかどうかは最終的に個々人の意識となりますが、少なくともこの

ような仕組みを決めておくことにより「こんな時どうすればいいのだろう？」

という不安や迷いを緩和することができるのではないかと思います。 

もし本稿をご一読いただき、海外渡航のルールを作ってみようと考える読者

の方がいらっしゃったら、幸いです。 


